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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・現在、3月11日の地震により、食材の供給が以前と比べて少ない状態です。

通常量の食事を提供することが難しいため、食材の搬入が正常となるまで、当面の間セレクトメニューでの提供を見合わせていきます。再開となった際には、各部署へ再度連絡頂ける事になっています。

・ハンドソープの詰め替えの在庫が無い為、庶務にて業務用のハンドソープの詰め替えパックを庶務の横の机に用意しています。容器を持参し、詰め替えをお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　禮子様～3/21AM11:00～16:00まで外出の予定でしたが、3/20 AM11:00～17:00に変更となっています。

・大橋　照子様～11日間排便みられていません。介入にて準夜帯でシンラック液を服用すると応じています。引き続き腹部状態の観察をしていきましょう。
· 菅井　浩子様～本日PM13:00～3/20PM15:00まで外泊の予定でしたが、本日15時イライラ感を訴え帰院しています。帰院時、｢生理で下着が汚れてイライラした｣と話されていますが、病棟内では落ち着かれています。スタッフ対応穏やかではありますが、引き続き精神症状と日課の取り組み状況を観察していきましょう。
＜転入患者様情報＞

・舘　ひろ子様　60歳　　

主病名：アルコール依存症

合併症：肝硬変　多臓器障害

入院月日：Ｈ23年2月23日（6回目）

入院形態：医療保護入院

主治医：Ｄｒ川端
部屋：48号室

担当ＮＳ：阿部チーム

経過: H23．2.18　当院退院後は外来通院を継続していくことになっていたが、間もなく飲酒を再開し連続飲酒状態となりH23．2．23　東病棟Dユニットへ6回目の入院となる。

入院当日より点滴によるアルコール解毒治療を5日間行う。手指振戦は軽度認められたが重篤な離脱症状はなく経過。入院期間は3ヶ月とし、アルコール依存症治療プログラムは外出泊を通して家族との関係の中で飲酒行動にいたるストレス等を振り返り対応方法を考えていく形式の内容にすることを本人、御家族に説明あり。3．18よりプログラム開始となっている。

3.19 10:00療養環境変更目的にて西病棟Aユニットへ転出となる。

(連絡事項)

· 軽食、納豆禁

· プログラムは、外出泊を通して、家族との関係の中で飲酒行動に至るストレス等を振り返り、対応方法を考えていく内容になっています。

＜注目患者様評価・検討＞

・阿部　文香様～本日、右踵部を掻き毟ることあり出血したため、創部圧迫止血しガーゼ保護しています。創部は3×１㎝程度。創部の状態を観察し、悪化しないよう清潔を保てるようにしていきましょう。また、昨日より生理日であり衝動的に血圧計を投げたり、他者へのイライラ感訴えられているため、その都度声掛けを行い、訴えを傾聴し、他者トラブルに注意していきましょう。

